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【目的】植物の 細胞壁 は 浸透圧変 化 や 外敵 の 侵入 か ら細胞 を保護す る の み

な らず 、 植物 の 形態形成や 細胞増殖 を支配 し て い る 。 細胞壁 は グル コ
ー

ス

が β
一1

，
4 結合 したセ ル ロ ー

ス 繊維を基本 に 、
ヘ ミセ ル ロ ー

ス や ペ クチ ン

か ら構成 され 、 地球上 で光合成 され るバ イオ マ ス の か な りの 部分 を占め て

い る 。 しか し 、 そ の 強固で 複雑な構造ゆえに十分 に 利用 され て は い な い 。

我 々 は 植物細胞壁 をエ ネルギー
源 と して 利用す る た め 、 嫌気性細菌 か ら細

胞壁 分解酵素群 を単離 し解析 して き た 。 さ らに 、 こ れ ら酵 素 を植物細胞 で

発現 させ て 、 細胞壁 にゆ るみ を もたせ 、 分解効率 を高 め利用を促進す る試

み を行 っ て きた 。 こ の
一

連の 研究 にお い て セ ル ロ
ー

ス 繊維 に 吸着す る ドメ

イ ン をもつ 細胞 壁 分解酵素の 存在 が判明 した 。 そ こ で 、 こ の セ ル ロ ー
ス 結

合 ドメ イ ン （CBD ＞ に種 々 な触媒 ドメイ ン を キ メ ラ化 し、 植物細胞 で 発

現させ 、 細胞壁 に ア ン カ リン グす る こ と に よ り構造的ゆ る み を もたせ た り ，

あ る い は 高機能化す る こ と を本研 究 の 究極 の 目的 と した 。

【方法及 び結果】1　　 B ハ 　　 、の　　へ の
’
　 ：嫌気性菌 の 細胞壁 分

解酵 素 と し て 、 Ruminococcns 　 a　lbus　 egf （セ ル ラ ー ゼ ） 遺 伝 子 と

Clostridium　stercorafi
’
um 　xyynB （キ シ ラナ ー ゼ）遺 伝子 を選び 、 これ ら

を CaMV 　35S プ ロ モ ー ター 下 流 に つ な ぎ 、 エ レ ク トロ ポ レ
ー

シ ョ ン で タ

バ コ 培養細胞 BY − 2 に 導入 した 。
　 egl 遺 伝子 で は 、分泌 シ グナ ル を削れ ば

細胞質 で 安定 に 発 現 し た が 、 分泌 シ グナ ル をつ けた まま で は形質転換体が

得 られ な か っ た こ とか ら、セ ル ラ
ー ゼ遺伝子 が分泌 され る と細胞壁 合成 に

致死 的な影響 を与 え る可 能性が 示唆された 。

一
方 、 x ：／yriB は分泌シ グナ ル

を付けたままで も安定 に 発現 し、培地 中に も分泌 され た 。 タバ コ 細胞 に は

キ シ ラ ン含量 の 低 い こ とが 関係す る の か も しれない 。   セ レロ
ー

ス 、

A “

　　ン の ，　 壁　
ム

へ の 　　 ： 我々 の 単離 した C ．．s　te　rCOturium 　xyoA

の CBD は フ ァ ミ リー VI に分類 され る 。 こ の ドメ イ ン を欠損 し た酵素遺

伝子 を大腸菌で 発現 させ て 精製を した 。 こ の 酵素 は不 溶性キ シ ラ ン へ の 吸

着能を失 っ て い た 。 また 、 不溶性 の基質に対 して 活性が 低下 した 。 さ らに 、

R．albusEGIV に こ の CBD を融合 させ る と ， 融合酵素は セル ロ
ー

ス に 吸

着す る よ うにな っ た 。 こ れ らの 結果 を も とに 、 培養細胞 BY − 2 の 細胞壁 に

対 す る CBD の 吸着実験 と CBD 遺伝子 を BY − 2 で 発現 させ 、 ア ン カ リン

グさせ る試み を進め て い る 。

ζKeywOrd 】 セ ル ロ
ー

ス 結合 ドメイ ン 、 セ ル ラ
ー ゼ 、 キ シ ラ ナー ゼ 、

細胞壁 ア ンカ リン グ
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